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といえるかも知れません。（両先生の消息を知らなかったので、WEB で調べたところ、今から 2 年



























kugi.kyoto-u.ac.jp の kugi の部分はその時決めたルールによるものです。）このようにして、自分
たちで整備したネットワーク環境は直ちに威力を発揮しました。その頃、ドイツ･マックスプランク
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 日本の磁気圏・宇宙空間研究は 1992 年 7 月に打ち上げられた Geotail 衛星により、世界の研究
最前線に躍り出ることになります。Geotail 衛星は宇宙研と NASA, ESA,IKI(ロシア宇宙機関)との
国際共同研究計画 ISTP の一環として打ち上げが計画され、もともとは ISTP 衛星群の五-六番バッ
ターとしての役割を期待されていたものです。ところが、諸外国の衛星打ち上げ遅れのため､なんと
Geotail 衛星が一番バッターの役目を務めることになりました。そのため、我々が眺めることがで
きた磁気圏データは世界でまだ誰も見たことがない精密かつ最新のものでした。約 3 年後の 1995
年末に NASA が Wind 衛星を打ち上げて、「世界唯一」から、「世界で一、二を争う」状態へと変わ
ったとはいえ、日本の研究成果が 1990 年代の世界の磁気圏研究をリードしたことに間違いはあり
ません。こうした飛躍的発展が可能であったのはいくつかの理由があります。そのうち、京大にか












能勢さん、家田さんは学部 3-4 回生の頃でした）。 
 

















































ではありません。任期 5 年のうち 1 年少しを残した段階で、東京大学宇宙線研究所に 4 度目の転任
をしたのが1年前の 2009年 12月のことです。新しいポストは高エネルギー宇宙線研究部門所属で、
「三つ子の魂」ともいえる「宇宙線の起源」の研究が本業となり、大学院担当は物理学専攻になり
ました。こうして、今度は地球惑星科学分野を「外から見る」機会を得たことになります。しかし、
移動してまだ日も浅いこと、原稿の字数が尽きたことから、そちらについての記述はまた機会を新
ためてさせていただくことにしたいと思います。
